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令和３年度第３回鳥取県国民健康保険運営協議会の会議録 

 

 

○日 時 令和４年１月２７日（木）午後１時３０分から２時１０分まで 

○場 所 ＷＥＢ会議 

○出席者 鳥取県国民健康保険運営協議会委員（別添名簿参照） 

（事務局）健康医療局長、他担当職員 

 

１ 開会 

  事務局が被保険者代表、保険医又は保険薬剤師代表、公益代表及び被用者保険代表の委

員１１名のうち過半数以上の１０名の出席を確認し、会議が成立した。 

 

２ 挨拶（中西健康医療局長） 

 

３ 議事 

 

【議事録署名委員指名】 

 会長が被用者保険代表 永海委員を指名した。 

 

【協議事項】 保健事業実施計画（県データヘルス計画）（仮称）案について 

 

 事務局が資料１及び資料２により説明を行い、次のとおり質疑応答があった。 

 

《委員》 
 13ページの表の 1位で、64歳までに統合失調症が多いと思う。特に難しい病気だが、
方策はあるか？ 
 
《事務局》 
 医療費総額でみると、若い人の精神疾患や統合失調症が高い傾向にある。それ自体が、
治療が長期に渡ること、治療薬も安くないこと、なかなか完治しないものである。その対
策も県としては重要と考えており、すでにある健康づくり文化創造プランがメンタルヘル
ス、心の健康について取り上げている。取り組みは当然県として行っていくが、プランの
棲み分けの中でしっかりやっていく。 
 
《委員》 
 ありがとうございました。 
 
《委員》 
 素朴な疑問だが、12ページの疾病中分類別 1人当たり年間医療費では、同じ疾病でもか
なり男女差がある。男性１位は腫瘍で、女性も 1位だが、年間医療費の差が 2倍近くつい
ている。その他の疾病中分類についてもかなり男女差があるものがあるが、何か特殊な理
由があるのか？ 

 
《事務局》 
 これ自体、全体で見た時の 1人当たりの医療費として平均をとっており、年齢などの要
素分析をしないとつまびらかには言えない。平均年齢は男性の方が高いこと、そもそも重
症化して発見されること、治療が高度で時間がかかるために治療費としては高くなるとい
ったことがあるのではないかと考えられるが、ここではそこまで細かな分析はないとこ
ろ。 
 
《委員》 
 了解しました。 
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《委員》 
 本来ですと前回あるいはそれ以前の話だと思うが、29ページから 32ページまで、県が
主体的に実施する各保健事業の目標が掲げてある。特に、生活習慣病の取組も重要と思う
が、30ページに③慢性腎臓病、31ページに④糖尿病性腎症重症化予防とあり、特定の病
気に着目しての重点対策として掲げてある。同じ糖尿病でも一番健康被害が生じるのが、
ここに書いてある腎臓病、それから末梢神経の手足、特に足の切断、さらに失明と言われ
ているが、ここで腎臓に特化したのは何か理由があるのか？例えば、腎臓病の医療費が一
番高くかかるとか、そういう理由があるのか？ 

 
《事務局》 
 人工透析に移行すると、年間医療費が 300万、400万とかかってしまう。かつ、長期に
渡って人工透析の介入が必要であり、医療費としてのインパクトが大きいということで、
目標として設定した。失明対策、末梢神経に対する手足への影響に特化した事業はない
が、その前段階で、特定健診や特定保健指導でしっかり見つけて、そこに至らないよう、
体質や数値を改善するためのアプローチをする。目標に立てていないから対策しないもの
ではない。 

 
《委員》 
 了解しました。ありがとうございました。 
 
《委員》 
 11ページの表の見方について質問です。1人当たり年間医療費は、その病気になった人
の平均ではなく、被保険者全員で割る、被保険者 1人当たり医療費として理解するという
ことか？ 
 

《事務局》 
 おっしゃる通り、患者さんだけではなく、疾病にかかっていない方も含めた全被保険者
で割っている。 

 
《委員》 

 承知しました。 

 

《会長》 
 では、実際の医療費がものすごくかかっても、稀な病気であればここには挙がってこな
いということになるか？ 

 

《事務局》 
 そうです。 

 

《会長》 
 前回ご意見、ご質問いただいた内容について、資料２でご対応いただいているが、今回
の事務局の方針でよいか？関連した質問等はないか？ 

 
《委員》 
 回答いただき、ありがとうございました。記載の内容で理解できたと思う。 

 

《会長》 
 今回は主に、前回の背景になるようなデータを整えて、計画案という形でまとまったも
のとなっており、今回これでご承認いただくと、パブリックコメントに進んで、それを踏
まえてもう一度協議会を開いて、この計画を確定するという流れになるが、この内容でパ
ブリックコメントの手続きを進めてもよろしいか？ 

 
全体を通じて委員の皆様からご意見等はございませんでしょうか？ 
 



3 

 

短時間ではありましたが、いろいろご意見いただき、ありがとうございました。本日の
会議は以上で終了したいと思います。 

 

４ その他 

 特になし 

 


